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　大町市出身の奥原希望さん（日本ユニシス）のリオ五輪や世界バ
ドミントン選手権大会などの活躍を記念した初の国際大会「北ア
ルプスバドミントンオープン2018」を、市などでつくる同実行委
員会が１月５日～８日に総合体育館などで開催しました。
　小学生から高校生の国内有望選手や中国、タイ、シンガポール
の選手を招待し、男女別の10歳以下、12歳以下、15歳以下、18
歳以下に分かれ、シングルスに270人、ダブルスに232人が参加。
大会長の牛越市長は「バドミントンに親しむ環境と国際交流の場、
地域の活性化につなげる大会としたい。選手の皆さんにはこの大
会から東京や次の五輪を目指していただき、大町での滞在を自然
とおいしい水、食材で楽しんでほしい」とあいさつしました。
　大会は国内外の選手たちがレベルの高いプレーを見せる中、地
元選手も奮闘し、髙橋奎介さん（大町岳陽高２年）が18歳以下男子
シングルスで３位入賞を果たしました。

主な内容
❷　特集　信濃大町ブランド戦略
❹　ひとが輝くまちづくり事業・
　　花づくり活動事業　募集
❻　生活習慣病予防、がんの早期発見を
�　身に覚えのない架空請求はがきに
　　ご注意ください
�　観光情報　あめ市・まちなかイベント
�　生涯学習
�　情報ステーション
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「
信
濃
大
町
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、
大
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う
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に
あ
る
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め
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に
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信濃大町ブランド戦略
ブランドコンセプト『自然と人が共生し、水が地域と人を育むまち』

キャッチフレーズ『北アルプスの麓　水が生まれる　信濃大町』

信濃大町ブランド基本戦略

分野別
ブランド化

戦略

地域資源
ブランド化

戦略

ブランド・
コミュニケー
ション戦略

コミュニケー
ション戦略

信濃大町水ブランド戦略

信
濃
大
町
ブ
ラ
ン
ド
戦
略

　「
北
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ル
プ
ス
の
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水
が
生
ま
れ
る

　
　
　
　
　
　 

信
濃
大
町
」

信濃大町ブランドロゴマーク
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「水が生まれる信濃大町フォトコンテスト」結果発表

■氏名　村岡清隆さん（大町市）
■題名　清流

■氏名　柏原清さん（大町市）
■題名　タライの中のハサイダー

■氏名　福島英雄さん（大町市）
■題名　田植え間際の水田

項目 基準値
（27年度） 29年度 目標値

（32年度）

魅力度
長野県内19市中 12位 9位 6位

全国1000自治体中 370位 324位 200位

認知度
長野県内19市中 15位 13位 7位

全国1000自治体中 622位 593位 300位

　「信濃大町水ブランド戦略」を広く発信する「水が生まれる信濃大町」をテーマにフォトコンテスト
を開催し、信濃大町の水の素晴らしさを「見る、聞く、触れる、嗅ぐ、味わう」の五感で体感・想像
できる作品が、市内外から39人98点の応募がありました。29年12月12日に市役所で審査会を開
催し、入賞作品が決定しましたのでご紹介します。

　そのほかの入賞作品は市ホームページに掲載しています。
入賞作品は市ホームページやパンフレットなどで、大町の
水の魅力を発信する際に活用させていただきます。

優
秀
賞

優
秀
賞

最 優 秀 賞
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ひとが輝くまちづくり事業
花づくり活動事業　　　　 募集

平
成
30
年
度

対象事業・補助額

　本年度からスタートした大町市第５次総合計画は、市が目指すまちの将来像を「未来を育む　ひとが輝
く　信濃おおまち」と定め、行政と協働のパートナーとして、共に大町市を創り上げていく「ひとづくり」
に重点を置いています。
　「ひとが輝くまちづくり事業」は市民の皆さんが市政に参画し、行政と協働でまちづくりを行っていただ
く事業に対して補助します。皆さんの熱い思いをこの補助金を活用して実現してみませんか。「花づくり
活動事業」と合わせ、多くの申請をお待ちしています。
■問い合わせ　まちづくり交流課市民活動サポートセンター　℡ 市 内線８３０・８３１

■ひとが輝くまちづくり事業

対象事業 補助
限度額 審査方法 補助

回数 事業内容

伝統文化の継承事業　※１
地域の伝統文化を保存、継承するための活動

50万円 公開審査会 1 笛・太鼓などの備品整備、
映像記録の制作、講師会など

ま
ち
づ
く
り
事
業

はじめようまちづくり活動
身近な地域の課題など、新たに
まちづくりにチャレンジする活動

（新規事業が対象）

20万円 まちづくり
委員会 1

新たに何か始めてみようと
いう企画や活動

（５万円、10万円なども可）

ひろげようまちづくり活動　※２
地域の課題や市民のニーズに沿っ
た公益的な活動

150万円 公開審査会 3 知恵と工夫により地域を元
気にする活動

地域創生活動　※３
市が提案する課題、テーマを行政
と一緒に解決する活動

50万円 公開審査会 3
特産品開発、ポケットパーク
整備、移住・交流体験、コミュ
ニティスクール支援など

活動継続支援事業　※４
きらり輝く協働のまちづくり事業（旧事業）で
補助を受けた事業に対し事業継続に必要な経
費を支援する事業

20万円 まちづくり
委員会 2

旧事業で補助を受けて購入
した備品の修繕、活動を広め
るための広告宣伝、講師会
など

■花づくり活動事業

対象事業 補助
限度額 審査方法 事業内容

花づくり活動事業　※１
多くの市民参画と協働による花づくり活動

20万円 まちづくり
委員会

花づくりを通じて、環境美化や住
民の親睦を図る活動など

※１　旧事業で補助を受けた団体でも申請できます。
※２　旧事業で３年間補助を受けた団体は申請できません。
※３　旧事業で補助を受けた団体も市が提案する課題、テーマに沿っていれば申請できます。
※４　旧事業で補助終了後、３年間以上の活動実績がある団体が対象です。
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４月から「上原の湯」の
営業時間と利用料金が変わります
　大町コミュニティセンター「上

わっ
原
ぱら

の湯」の営業時間および利用料金の一部が４月１日から変更になります
（市議会３月定例会の議決を受けて正式に決定します）。３月31日までに購入された「一般」の「回数券」は、
４月１日以降は差額をお支払いいただきご利用ください。

現　　行 ４月１日から
休 館 日 毎月第２・第４火曜日 毎月第２・第４火曜日
営業時間 午前９時～午後９時 午前９時～午後８時

利用料金

65歳以上の人、
小・中学生、障がい者

▽１回券　250円

▽回数券（11回）　2,500円

▽１回券　250円

▽回数券（11回）　2,500円

一　　般 ▽１回券　400円

▽回数券（11回）　4,000円

▽１回券　500円

▽回数券（11回）　5,000円
※未就学児は無料です。
■問い合わせ　市民課消費生活・交通安全係　℡ 市 内線４６３

①安定した雇用の場の確保と新規起業を支援する
②大町らしさを活かして新しい人の流れをつくる
③若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる
④安心安全な暮らしと時代に合った地域をつくる

　３月１日（木）～15日（木）までに、申請書に必要事項を記入の上、直
接、市民活動サポートセンターへ。募集要領および申請書は、市民活
動サポートセンターにあります。市ホームページからも入手できます

（「大町市　ひとが輝くまちづくり事業補助金」で検索）。

　事業の詳しい説明や申請内容・方法などの相談を受け付けています
ので、市民活動サポートセンターにお問い合わせください（休日・夜
間の相談を希望する場合は、事前にお申し込みください）。

■ヒアリング　「はじめようまちづくり活動」「活動継続支援事業」は、
申請内容についてヒアリングを行います。日程は後
日お知らせします。

■公開審査会　「伝統文化の継承事業」「ひろげようまちづくり活動」
「地域創生活動」は、４月21日（土）にサン・アルプス
大町で、公開プレゼンテーションを行います。市民
代表の審査員が、補助する団体と補助額を決定します。

■中 間 調 査　活動期間中に審査員が事業の進捗状況を調査します。
■最終報告会　31年３月に、市民の皆さんに向け、１年間の活動を発

表していただきます。

※この事業は、市議会３月定例会の議決を受けて正式に決定します。

30年度の地域創生活動の課題・テーマ

申し込み

農
具
川
環
境
美
化
委
員
会

KID，
S D

A
Y

実
行
委
員
会

北
ア
ル
プ
ス
山
麓
わ
さ
び
生
産
組
合
大
町
支
部

森
城
址
保
存
会

スケジュール

事前説明・相談
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平成30年度各種検診申し込み

生活習慣病予防、がんの早期発見を
　30年度の各種検診申込書を２月上旬にお送りしますので、特定健診やがん検診など
の申し込みを行ってください。高血圧や糖尿病などの生活習慣病は自覚症状がほとん
どなく、気付いた時には重症化していることがあります。がんは日本人の２人に１人
がなるともいわれ、毎年の定期的な受診が早期発見につながります。

各種検診の申し込み
申し込みは２月28日まで

　申込書は、世帯全員分を世帯主宛てに送付します。
個人ごとにはお送りしていません。
　申し込み方法や検診（健診）の内容など、詳しくは
同封のパンフレットをご覧ください。人間ドックや
職場健診を予定している人、かかりつけ医で定期的
に受診している人など、申し込まない人も理由を記
載の上、必ず提出してください。

■30年度の変更点

▽プレミア検診は29年度で終了します。３月31日ま
では実施しています。

▽個別健康診査（血液検査）の実施期間を12月末まで
に短縮します。

毎年の受診が大切
　生活習慣病を予防し、重症化を防ぐために、年に
一度は健診を受け、体の状態や変化を確認すること
が大切です。市の健診に限らず、人間ドックや職場
健診など、忙しい中でも機会を見つけ毎年欠かさず
受診しましょう。
　市の特定健診の結果から、健診を継続して受けて
いる人より、初めて受けた人の方が健康状態の悪い
人が多く、健診を受けることで生活を見直す機会と
なっていることが分かります【表１】。

【表１】大町市特定健診の新規受診者と継続受診者の
有所見率比較（28年度）

高血圧
　　　　※１

糖尿病
　　　　※２

慢性腎臓病
　　　　※３

新規受診者 8.9％ 8.6％ 3.8％

継続受診者 5.9％ 8.4％ 2.6％

※１　収縮期血圧160以上または拡張期血圧100以上
※２　HbA1c6.5以上または治療中の人は7.0以上（過去
１〜２カ月の平均血糖値）
※３　eGFR50未満、70歳以上の人は40未満（腎機能）
■問い合わせ
　中央保健センター　℡・有線２３－４４００

人間ドックの助成
　国民健康保険・後期高齢者医療の加入者は、市が
人間ドック費用の一部を助成します【表２】。申請は、
年度ごと１人１回で、受診日から１年以内に申請す
る必要があります。

■国民健康保険加入者
▽大町総合病院、あづみ病院の場合

　人間ドック助成券（割引券）を発行しますので、
受診前に予約内容の分かる書類、保険証、印鑑を
お持ちの上、国保・年金係へ。

▽そのほかの医療機関の場合
　受診後に助成金を振り込みますので、人間ドッ
クの領収書と結果表、保険証、印鑑、口座番号の
分かるものをお持ちの上、国保・年金係へ。

■後期高齢者医療加入者

▽全ての医療機関
受診後に助成金を振り込みますので、人間ドック
の領収書、保険証、印鑑、口座番号の分かるもの
をお持ちの上、国保・年金係へ。

【表２】大町市の人間ドック助成額

国民健康保険加入者 後期高齢者
医療加入者64歳以下 65歳以上

１泊
ドック 30,000円 20,000円 20,000円

日帰り
ドック 20,000円 20,000円 10,000円

脳ドック
（単独） 18,000円 ▽ 特定健診の検査項目を

含む場合に限る

脳ドック
（追加） 10,000円

▽ 特定健診の検査項目を
含まない簡易的な脳ドック

▽１泊または日帰りと同一
年度に受ける場合に限る

※脳ドックは、MRI検査とMRA検査を含むものに限ります。
※通院型の２日ドックも１泊ドックの対象です。

■問い合わせ
　市民課国保・年金係　℡ 市 内線４２４
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　  大町総合病院
 人間ドック予約開始

　平成30年度の人間ドックの予約を、２月８日（木）午前10時
から受け付けます。お申し込みは電話または直接、大町総合病
院健診センターへ。
　大町総合病院の快適な人間ドックをぜひご利用ください。
■問い合わせ　大町総合病院健診センター　℡８５－２２３４

予約できる人間ドック
■１日ドック
　がん、生活習慣病など、健康状態を総合的にチェックで
きます。

▽基本コース　36,000円

脳ドック
　一度発症すると寝たきりや命の危険性があるのが脳疾患
です。不規則な生活やストレスなど脳血管障がいのリスク
を抱える人、脳卒中の家族歴のある人にお勧めです。

▽人間ドック併用コース　24,300円

▽脳ドック単独コース　34,500円

▽簡易脳ドックコース　18,900円

■２日ドック
　現在受付中です。

▽基本コース　68,150円
― ◇ ― ◇ ― ◇ ― ◇ ― ◇ ― ◇ ― ◇ ―
　全て基本コースの税込み金額です。ご加入の健康保険な
どにより、健診内容、コースが異なります。

人間ドック助成を利用すると
　６ページ【表２】の人間ドック助成制度を使っ
た一例です。全て税込み金額です。

▽国民健康保険加入者が１日ドックと脳ドック
併用コース  ……………… 自己負担30,300円

▽後期高齢者医療加入者が１日ドックと脳ドッ
ク併用コース  …………… 自己負担40,300円

▽いずれかの保険加入者が脳ドック単独コース
  …………………………… 自己負担16,500円
事業所の皆さんへ

▽「協会けんぽ生活習慣病予防健診」の申し込み
は、３月１日（木）から受け付けます。同時に
差額ドックも受け付けます。

▽従業員の健康診断をお受けします。ストレス
チェックや睡眠時無呼吸症候群スクリーニン
グ検査なども実施します。

― ◇ ― ◇ ― ◇ ― ◇ ― ◇ ― ◇ ― ◇ ―
　お使いの保険証により助成制度が異なります。
詳しくはお問い合わせください。

大町総合病院の人間ドック おすすめポイント！
ポイント❶　苦しくない胃カメラ検査
　胃カメラが苦しいのは、スコープ挿入時に喉に当たって苦痛に感じるからです。当院では、プロポ
フォール麻酔を使用して眠っていただくため苦痛を感じにくく、目覚めがすっきりとふらつき感がな
いのが特徴です。

ポイント❷　被ばくの少ないＣＴを導入
　導入しているＣＴ（コンピュータ断層撮影）は、最大80％の被ばくを低減し
つつも従来と同等の画質を得ることができ、検査精度を維持しながら体に優
しい検査が可能です。

ポイント❸　快適でくつろげる空間
　　　　　  心電図などもワンフロアで
　ゆったりとリラックスできる空間でおもてなしします。心電図などの生理
検査も健診センター内のワンフロアで受けることができ、他の患者さんと顔
を合わせることなく、スムーズな検査が可能です。

※健診内容やオプション検査など詳しくは、３月１日発行の「きらり大町病院vol.23」をご覧ください。
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協
働
会
議
が
首
都
圏
な
ど
で
開

催
し
て
い
る
移
住
セ
ミ
ナ
ー
の
相

談
で「
移
住
さ
れ
た
人
の
感
想
を

聞
き
た
い
」「
実
際
に
住
ん
で
い
る

人
の
話
を
聞
い
て
み
た
い
」と
い

う
要
望
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
移
住
や
定
住
を
考
え

大
町
市
に
訪
れ
る
人
や
移
住
を
し

た
人
に「
地
域
の
情
報
」「
大
町
の

暮
ら
し
」「
移
住
体
験
談
」な
ど
を

紹
介
し
て
い
た
だ
け
る
商
店
や
宿

泊
施
設
な
ど
の
お
店
、
個
人
を
募

集
し
ま
す
。

　
ご
応
募
い
た
だ
い
た
内
容
を
掲

載
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
し
、

移
住
セ
ミ
ナ
ー
や
首
都
圏
で
の
情

報
発
信
な
ど
で
使
用
す
る
ほ
か
、

窓
口
相
談
の
際
も
活
用
し
ま
す
。

　
人
の
つ
な
が
り
を
広
げ
て
移
住

や
定
住
に
結
び
付
け
る
取
り
組
み

に
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

■
応
募
内
容　
イ
メ
ー
ジ
を
参
考

に
申
込
書
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

❶
店
名（
代
表
者
名
）ま
た
は
個

人
名❷協

力
内
容
を
含
め
た
Ｐ
Ｒ
文

章（
例
え
ば
、「
大
町
暮
ら
し
の
こ

ん
な
と
こ
ろ
を
紹
介
し
ま
す
」「
移

住
体
験
を
お
話
し
し
ま
す
」「
大
町

で
こ
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
ま

す
。
一
緒
に
ど
う
で
す
か
」な
ど
）

❸
連
絡
先

❹
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
用
の
画
像（
掲

載
希
望
者
の
み
）

■
申
し
込
み　
３
月
９
日（
金
）ま

で
に
、
申
込
書
に
記
入
の
上
、
直

接
、
定
住
促
進
係
へ
。

　
申
込
書
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
入
手
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

美麻ベーカリー　吉本さんご夫妻
　山とスキーと農業が趣味でクライン
ガルテンに通うこと５年弱。当地の皆
さんとのご縁もでき東京から美麻に
移住。２地域居住や大町での暮らし、
まきストーブ・まきボイラーの生活、
パンの香りとともにお話ししましょう。
連絡先…………………………………
大町市美麻3363-5 ℡0261-29-2970
営業日時４～12月　金・土・日曜日　
11：00～18：00、１～３月　金・土曜日
11：00〜17：00　※売り切れ次第終了

　
市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、
移
住
・
定
住
促
進
を
進
め
る
市
定
住
促
進
協
働
会
議
で
は
、

移
住
・
定
住
を
考
え
大
町
市
を
訪
れ
る
人
な
ど
に
、
地
域
の
情
報
や
大
町
の
暮
ら
し
を
紹
介

し
て
い
た
だ
け
る
お
店
や
個
人
を
募
集
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　
ま
ち
づ
く
り
交
流
課
定
住
促
進
係　
℡
市
内
線
５
３
１

　
市
と
信
州
大
学
は
、
仁
科
町
・

五
日
町
・
八
日
町
・
日
の
出
町
を

モ
デ
ル
地
域
と
し
て
、
定
住
促
進

の
た
め
の
研
究
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
今
回
そ
の
一
環
と
し
て
、
住
民

の
案
内
で
中
心
市
街
を
歩
き
、
空

き
不
動
産
を
は
じ
め
と
す
る
ま
ち

の
資
源
を
見
学
し
ま
す
。
ま
ち
の

魅
力
や
地
域
の
歴
史
、
変
遷
な
ど

の
理
解
を
深
め
る
ほ
か
、
住
民
の

思
い
を
聞
き
、
参
加
者
同
士
で
活

用
方
法
の
意
見
交
換
を
し
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時　
２
月
11
日（
日
）　
午
前

10
時
～
午
後
２
時
30
分

▽
受
付　
午
前
９
時
45
分
～

■
集
合
場
所　
Ｊ
Ｒ
信
濃
大
町
駅

前■
対
象
・
定
員　
関
心
の
あ
る
人
、

移
住
希
望
者　
先
着
15
人

■
費
用　
１
０
０
０
円（
昼
食
代
）

■
申
し
込
み　
２
月
７
日（
水
）ま

で
に
電
話
ま
た
は
直
接
、
ま
ち
づ

く
り
交
流
課
定
住
促
進
係
へ
。

〝
大
町
暮
ら
し
を
紹
介
す
る
〟

移
住・定
住
の
協
力
店・協
力
者
を
募
集

空き家も資源！
まちの資源見学会
参加者募集

【広告】

大町暮らし
紹介します
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農
業
委
員
会
で
は
、
農
地
法
に

基
づ
き
、
農
地
の
農
業
上
の
利
用

の
増
進
や
利
用
関
係
の
調
整
な
ど

に
役
立
て
て
い
た
だ
く
た
め
、
賃

借
料
に
関
す
る
情
報
を
提
供
し
て

い
ま
す
。

　
平
成
29
年
１
月
〜
12
月
１
日
ま

で
に
締
結（
公
告
）さ
れ
た
市
内
の

賃
借
料
を
基
に
、地
域
別
の「
大
町

市
水
田
賃
借
料
情
報
」を
取
り
ま
と

め
ま
し
た
の
で
、
農
地
の
貸
借
を

行
う
際
の
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　
農
地
の
貸
借
を
行
う
場
合
は
、

農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
法
に
基

づ
く
利
用
権
の
設
定
を
行
う
か
、

農
業
委
員
会
の
許
可
を
得
て
契
約

を
結
ぶ
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

農
業
委
員
会
事
務
局

℡
市
内
線
６
４
０
・
６
４
１

農
業
委
員
会
か
ら
水
田
な
ど

大町市水田賃借料情報  （金額は田10アール当たり）

地域区分 平均額 最高額 最低額 データ数

大町地区 6,200円 10,000円 2,000円 157件

平地区
（海の口以北、鹿島、
 源汲、中花見を除く）

6,400円 10,000円 2,000円 304件

平地区北部
（海の口以北、鹿島、
 源汲、中花見）

4,200円 6,300円 1,000円 38件

常盤地区 10,500円 14,700円 5,000円 371件

社地区 7,000円 12,000円 2,500円 154件

八坂地区　※１ 8,000円 10,000円 6,000円 4件

美麻地区　※１ 5,000円 5,000円 5,000円 4件

※１　全て特定借受人に係るものです。ご注意ください。

▽上記金額は、限られた期間（平成29年１月～12月１日）の
中で契約された実勢価格を情報提供するものであり、実際
の契約締結での賃借料金を定めるものではありません。

▽データ数は集計に用いた筆数です。

▽基盤整備の有無による区分はしていません。

▽賃借料が無償の場合や物納としている場合、特殊事情があ
るとみなし除いています。

▽金額は算出結果の100円未満を切り捨てたものです。

▽八坂地区の畑の実勢価格は、最高額10,000円、最低額3,300
円、平均額6,100円です。

　
農
業
従
事
者
の
皆
さ
ん
、
老

後
の
備
え
は
万
全
で
す
か
。
農

業
者
年
金
制
度
は
、
幅
広
い
農

業
者
が
安
心
し
て
加
入
で
き
、

メ
リ
ッ
ト
も
大
き
く
有
利
な
制

度
で
す
。

加
入
資
格

　
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険

者
で
、
年
間
60
日
以
上
農
業
に

従
事
す
る
59
歳
以
下
の
人

制
度
内
容

▽
保
険
料
の
額
は
自
由
に
設
定

　

保
険
料
は
、
月
額
２
万
～

６
万
７
０
０
０
円
の
間
で
、
千

円
単
位
で
加
入
者
が
自
由
に
設

定
で
き
ま
す
。
農
業
経
営
の
状

況
や
老
後
の
設
計
に
応
じ
て
、

い
つ
で
も
見
直
せ
ま
す
。

▽
税
制
面
の
優
遇
措
置（
社
会

保
険
料
控
除
）

　
支
払
っ
た
保
険
料
の
全
額
が
、

所
得
税
・
住
民
税
の
社
会
保
険

料
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

▽
終
身
年
金
で
80
歳
ま
で
の
保

証
付
き

　
年
金
は
生
涯
保
証
さ
れ
ま
す
。

仮
に
、
加
入
者
が
80
歳
前
に
死

亡
し
た
場
合
、
死
亡
し
た
翌
月

か
ら
80
歳
ま
で
に
受
け
取
る
は

ず
の
農
業
者
老
齢
年
金
の
現
在

価
値
相
当
額
が
、
一
時
金
と
し

て
遺
族
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、農
業
委
員
会
事
務

局
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

農
業
委
員
会
事
務
局

℡
市
内
線
６
４
０
・
６
４
１

農
業
者
年
金
に

　
加
入
し
ま
せ
ん
か

「
賃
借
料
情
報
」の
お
知
ら
せ
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身に覚えのない架空請求はがきに
ご注意ください
　最近、「身に覚えのない架空請求はがきが届いたが、放っておいても大丈夫で
すか」という相談が市消費者生活センターに多数寄せられています。今回は架空
請求はがきの手口や対策をご紹介します。
■問い合わせ　大町市消費生活センター　℡２６－３２２５

電話による
架空請求にも
ご注意を！
　電話による架空請求被害も発生して
います。冬期は夏期に比べ在宅時間が
長いため特殊詐欺・悪質商法の被害に
遭いやすく注意が必要です。
　在宅中も留守番電話にして直接電話
を受けないことや、ナンバーディスプ
レイで知り合いからの電話番号か確認
して出るなどの対策をしてください。

消費生活相談窓口を
ご利用ください
　市消費生活センターでは、市内や大北地域にお
住まいの人の消費生活に関する相談を受け付けて
います。相談は無料です。秘密は固く守られます
ので、安心してご利用ください。
■受付場所　大町市消費生活センター（市役所　

１階　４番窓口）
■受付日時　月～金曜日（祝日、年末年始を除く）

午前８時30分～午後５時15分
■持ち物　領収書、契約書、事業者の連絡先など

契約に関係する書類一式
※個人と事業者間の相談に限ります。

手 口
　「民事訴訟通知書」「民事訴訟通告書」「総合消費料金未納分訴訟最終通告書」などと題するはがきが
届き、「当該企業より提出されました訴訟手続きに関しまして裁判所での受理がなされたことをお知
らせする最終通告です」「あなたの未納となっている総合消費料金について契約会社、ないしは運営
会社から民事訴訟として訴状の提出をされましたことを通知致します」などと書かれていた。さらに

「給与の差し押さえをします」「財産の差し押さえをします」など不安をあおり、「必ずご本人様からご
連絡いただきますよう」とも記載されています。
　このようなはがきで受け取った人を慌てさせ、記載してある「消費者相談窓口」に連絡させると、
その人をターゲットに支払いを強要します。

対 策

▽身に覚えがなければ無視しましょう。絶対に連絡してはいけません。ただし、「裁判所からの支払
い督促」や「少額訴訟の呼出状」などの場合は、書類の真偽の判断が難しいので、放置せずに市消費
生活センターまたは中信消費生活センター（℡０２６３－４０－３６６０）に相談してください。

▽相手にこちらから連絡することはやめましょう。何らかの名簿を基にはがきを送付していると考
えられますので、相手に連絡することで電話番号などの個人情報をさらに提供することになります。

▽請求された内容に不明な点や不安がある場合は、はがきの差出人に連絡するのではなく、市消費
生活センターまたは中信消費生活センターに相談してください。

▽金銭を払ってしまった場合は、すぐに警察に相談してください。
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厳
寒
の
季
節
を
迎
え
ま
し
た

が
、
こ
の
寒
さ
を
も
の
と
も
せ

ず
、
市
内
で
は
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

の
大
会
な
ど
が
立
て
続
け
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
暮
れ
に

は「
第
２
の
奥
原
希
望
発
掘
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」が
開
か
れ
、
全

国
か
ら
集
ま
っ
た
小
学
生
か
ら

高
校
生
ま
で
の
69
人
が
参
加
し

ま
し
た
。
講
師
を
務
め
た
奥
原

選
手
は
、
ラ
ケ
ッ
ト
を
手
に

コ
ー
ト
を
巡
り
熱
心
に
実
技
を

指
導
し
、
参
加
し
た
選
手
は
皆
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
メ
ダ
リ
ス
ト
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
真
剣
な
表
情
で

聞
い
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
年
明
け
５
日
か
ら
４

日
間
の
日
程
で「
北
ア
ル
プ
ス

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
オ
ー
プ
ン
２
０

１
８
」が
、海
外
か
ら
の
３
チ
ー

ム
62
人
を
含
め
、
延
べ
５
０
２

人
が
参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
奥
原
選
手
の
活
躍
を
記
念

し
て
、
未
来
を
担
う
子
ど
も
た

ち
に
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
に
親
し
む

機
会
と
国
際
交
流
の
場
を
提
供

し
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
と
選
手

の
育
成
を
図
る
も
の
で
、
男
女

の
ダ
ブ
ル
ス
、
シ
ン
グ
ル
ス
そ

れ
ぞ
れ
10
歳
以
下
か
ら
18
歳
以

下
ま
で
の
４
つ
の
部
門
で
競
技

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
の
総
合
体
育
館
大
ア

リ
ー
ナ
で
は
、
激
し
く
飛
び
交

う
シ
ャ
ト
ル
を
追
っ
て
熱
戦
が

繰
り
広
げ
ら
れ
、
観
客
席
か
ら

は
粘
り
強
い
プ
レ
ー
に
盛
ん
な

声
援
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

大
会
に
参
加
し
た
選
手
の
中
か

ら
、
ぜ
ひ
将
来
の
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
選
手
が
誕
生
し
活
躍
し
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。

　
ス
ポ
ー
ツ
は
躍
動
す
る
選
手

と
感
動
を
分
か
ち
合
い
、
夢
を

共
有
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
し
て
地
域
に
元
気
を
与
え
て

く
れ
ま
す
。

　
１
月
28
日
に
は
、
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
Ｓ
／
Ｊ
リ
ー
グ
大
町
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
市
民

の
皆
さ
ま
に
も
ト
ッ
プ
リ
ー
グ

の
戦
い
を
間
近
に
観
戦
し
、
感

動
を
体
感
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。

　

自
分
や
家
族
に
突
然
降
り
掛

か
っ
て
く
る
交
通
事
故
。
交
通
災

害
共
済
は
、
交
通
事
故
に
遭
っ
た

人
を
会
員
と
県
下
15
市
の
組
合
が

一
体
と
な
っ
て
助
け
合
う
制
度
で

す
。
皆
さ
ん
の
加
入
を
お
勧
め
し

ま
す
。

■
加
入
で
き
る
人　
４
月
１
日
以

降
に
市
内
に
お
住
ま
い
の
人

※
被
扶
養
者
で
就
学
の
た
め
、
市

外
に
お
住
ま
い
の
人
も
加
入
で
き

ま
す
。

■
会
員
の
期
間　
４
月
１
日
～
31

年
３
月
31
日

※
年
度
途
中
の
加
入
は
、
会
費
を

納
入
し
た
翌
日
か
ら
31
年
３
月
31

日
ま
で

■
会
費　
４
０
０
円
／
人

■
申
し
込
み　
自
治
会
を
通
じ
て

加
入
す
る
か
、
市
民
課
消
費
生

活･

交
通
安
全
係
、
市
八
坂
支
所
、

市
美
麻
支
所
へ
。

※
30
年
度
に
中
学
３
年
生
以
下
の

子
ど
も
は
、
市
が
納
入（
公
費
負

担
）し
、
全
員
が
加
入
し
ま
す
の

で
、
申
し
込
み
不
要
で
す
。

■
そ
の
他　
見
舞
金
の
申
請
は
事

故
発
生
日
か
ら
２
年
以
内
で
す
。

申
請
を
忘
れ
な
い
よ
う
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

▽
市
民
課
消
費
生
活･

交
通
安
全
係

（
市
役
所
本
庁
舎　
１
階　
４
番
窓
口
）

℡
市
内
線
４
６
３
・
４
６
４

▽
市
八
坂
支
所
民
生
係

℡
２
６
・
２
０
０
１

▽
市
美
麻
支
所
民
生
係

℡
２
９
・
２
３
１
１

地域の情報を発信中！

週刊情報番組 「きらり☆ステーション」

市内の運動会 ・音楽会 ・スポーツ大会 ・講演会などを放送 「きらり☆おおまち特番」

大町市ケーブルテレビ
加入申し込みは　電話２１－３８０５まで

こんにちは
牛越です
こんにちは
牛越です

【第101回】
バドミントンに沸く

大町市長　牛越徹

平成30年度

県
民
交
通
災
害

共
済
申
し
込
み

受
付
開
始
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　甲斐の武田信玄と、越後の上杉謙信が争っていた時代に、同じく武
田氏と争っていた駿河の今川氏と相模の北条氏が連合し、武田氏の支
配地に塩の供給を止める戦略をとり領民を困らせました。これに義憤
を持った上杉謙信は越後から信濃経由で塩を送り「敵に塩を送る」の古
事が生まれました。
　この塩が松本に着いた１月11日を記念して「塩市」（後のあめ市）が
始まったと伝えられ、大町では１カ月遅れの２月11日に行う習慣とな
りました。塩俵をかたどった飴や福飴、縁起物を売る露店が並ぶほか、
さまざまな催しがあります。詳しくはホームページをご覧ください。

■時間　午前10時～午後２時
■会場　大町商工会議所、中心市街地商店街
■内容（予告なく変わる場合があります）

▽まちなか回遊スタンプラリー＆大抽選会（はずれなし）

▽各商店街による模擬店や振る舞い

▽移動販売車・海産物の販売

▽おおまぴょんが遊びに来るかも
■問い合わせ　大町商工会議所　℡２２－１８９０

２月11日 日

　
大
町
レ
デ
ィ
ー
ス
と
し
て
、
観

光
Ｐ
Ｒ
な
ど
を
し
て
い
た
だ
け
る

山
岳
文
化
都
市「
大
町
」に
ふ
さ
わ

し
い
、
健
康
的
で
明
る
い
女
性
を

募
集
し
ま
す
。

■
募
集
人
員　
１
人

■
応
募
資
格

▽
18
歳
以
上（
高
校
生
は
除
く
）の

女
性
で
、
既
婚
、
未
婚
は
問
い
ま

せ
ん

▽
県
内
に
お
住
ま
い
の
人
、
も
し

く
は
勤
務
し
て
い
る
人

▽
選
出
さ
れ
た
場
合
、
市
内
外
の

イ
ベ
ン
ト
や
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

に
参
加
で
き
る
人（
年
間
10
回
程

度
）

▽
勤
務
先
の
了
承
を
得
ら
れ
る
人

▽
他
の
ミ
ス
コ
ン
な
ど
に
任
用
さ

れ
て
い
な
い
人

▽
普
通
運
転
免
許
証
が
あ
る
人

■
任
期　
４
月
～
32
年
３
月

■
謝
金　
20
万
円

※
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
、
イ
ベ
ン
ト
に

よ
り
旅
費
、
日
当
等
の
支
給
あ
り

■
申
し
込
み　
２
月
１
日（
木
）～

28
日（
水
）ま
で
に
、
応
募
用
紙
に

カ
ラ
ー
写
真（
３
カ
月
以
内
の
撮

影
）を
貼
り
、
身
分
証
明
書
の
写

し
を
添
付
し
、
本
人
ま
た
は
推
薦

者（
本
人
の
承
諾
を
得
て
く
だ
さ

い
）が
、
郵
送（
当
日
必
着
）ま
た

は
直
接
、
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
大

町
レ
デ
ィ
ー
ス
運
営
協
議
会
事
務

局
へ
。

※
応
募
用
紙
の
入
手
方
法
な
ど
詳

し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
大
町
レ
デ
ィ
ー

ス
運
営
協
議
会
事
務
局（
大
町
商

工
会
議
所
内
）

℡
２
２
・
１
８
９
０

〒
３
９
８

－

０
０
０
２

大
町
市
大
町
２
５
１
１

－

３

第21代古畑円香さん　第22代太田芽衣さん

観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

第
23
代
大
町
レ
デ
ィ
ー
ス

募
集

あめ市・まちなかイベント

大町商工会議所 検索
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催 し
大町市芸術文化協会
はばたきの集い
　地域で活動する市芸術文化協会加盟団体の皆さん
による、日頃の活動成果の発表会を開催します。参
加無料です。来場者の先着150人に記念品を贈呈し
ます。ぜひご来場ください。

■日時　３月４日（日）　午後１時
■会場　サン・アルプス大町　２階　大会議室
■内容　

▽ステージ発表　日本舞踊、歌謡舞踊、詩吟、扇舞、
剣舞、独吟、箏

こと
、合唱、ギターマンドリンなど

▽展示発表　絵画など
■問い合わせ　文化会館　℡・有線２２－９９８８

アルプス囲碁村
十段戦
　囲碁のタイトル戦「十段戦五番勝負第３
局」が今年も市内で開催されます。これを
記念して「アルプス囲碁村十段戦」を開催し
ます。
　この大会の上位３人は、４月11日（水）に
開催する「十段戦第３局歓迎レセプション」
で、トッププロ棋士が見守る中、表彰され
ます。奮ってご参加ください。

■期日　３月17日（土）　午前９時30分～

▽受付　午前９時～
■会場　サン・アルプス大町
■定員　先着64人
■費用　大人1,500円　高校生以下1,000
円（いずれも昼食代込み）
■試合方式　スイス方式、ハンデ戦
■申し込み　３月７日（水）までに、電話ま
たは直接、アルプス囲碁村推進協議会事務
局へ。
■問い合わせ

アルプス囲碁村推進協議会事務局（企画
財政課企画調整係内）　℡ 市 内線５２２

地産地消イベント　大町の食材を楽しむ会
　市地産地消事業実行委員会は、地元食材の素晴らしさを再発
見してもらおうと「信濃大町の食おいしいプロジェクト準備委
員会」の協力をいただき地産地消イベントを開催しています。
　今回は立山プリンスホテルの料理長が中心となり、地元食材
をふんだんに使った創作コース料理を提供します。大町産の地
酒やワイン、ソフトドリンクとともにお楽しみください。

■日時　２月23日（金）　午後６時30分　 ▽受付　午後６時
■会場　立山プリンスホテル　■定員　先着100人　■費用　5,000円
■申し込み　２月５日（月）午前９時から受け付けします。電話または直接、市地産地消事業実行委
員会事務局へ。
■その他　アルコール類を用意しますので、車の運転に留意してください。JR信濃大町駅→市街地
中央通り→大原町→ホテルまでの送迎バスを用意しますので、ご利用ください。
■問い合わせ　市地産地消事業実行委員会事務局（農林水産課農業推進支援係内）　℡ 市 内線６３７
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T O P I C S

と ★き ★め ★き

マイ・シティー
　
市
内
の
小
・
中
学
生
や
科
学
サ
ー
ク
ル
の
優

れ
た
科
学
研
究
に
賞
を
贈
る
大
町
市
科
学
振
興

賞
表
彰
式
が
12
月
22
日
に
市
役
所
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
市
科
学
振
興
会
が
主
催
し
、
平
成
元
年
か
ら

科
学
の
振
興
と
普
及
啓
発
を
目
的
に
実
施
し
て

い
る
表
彰
式
で
、
今
年
は
小
・
中
学
生
そ
れ
ぞ

れ「
科
学
研
究
・
調
査
の
部
」と「
工
作
・
発
明

の
部
」の
金
・
銀
・
銅
賞
10
作
品
を
表
彰
し
ま

し
た
。

　
選
考
委
員
長
の
東
小
学
校
・
山
田
晃
校
長
は

「
疑
問
を
科
学
的
に
分
析
し
観
察
記
録
を
正
確

に
と
っ
た
こ
と
や
、

複
数
年
に
わ
た
り
研

究
を
継
続
し
た
こ
と

が
素
晴
ら
し
い
」と

受
賞
し
た
作
品
を
講

評
し
ま
し
た
。

　
受
賞
者
を
代
表
し

て
本
堂
綾
音
さ
ん

（
第
一
中
２
年
）が
謝

辞
を
述
べ「
研
究
は

多
く
の
時
間
を
費
や

し
た
が
有
意
義
だ
っ

た
。
大
人
に
な
る
た

め
の
土
台
に
し
て
い

き
た
い
」と
今
後
へ

の
意
欲
を
見
せ
ま
し

た
。

　
市
ア
ル
プ
ス
囲
碁

村
推
進
協
議
会
囲
碁

教
室
で
学
ぶ
北
澤
明あ

良ら

大た

君（
西
小
６
年
）

が
、
囲
碁
の
全
国
大

会「
第
７
回
く
ら
し

き
吉
備
真
備
杯
こ
ど

も
棋
聖
戦
」の
小
学

生
高
学
年
の
部
で
３

位
に
な
り
ま
し
た
。

　

大
会
は
12
月
16

日
・
17
日
に
岡
山
県

　
社
公
民
館
と
社
地
区
子
ど
も
会
育
成
協
議
会

が「
社
地
区
元
旦
マ
ラ
ソ
ン
」を
１
月
１
日
に
開

き
、
市
内
外
か
ら
１
１
７
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
昭
和
61
年
か
ら
続
く
大
会
は
、
途
中
中
止
も

あ
り
ま
し
た
が
今
回
28
回
目
を
数
え
る
正
月
恒

例
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　
参
加
者
は
、
社
公
民
館
と
曽
根
原
地
区
を
往

復
す
る
約
３
㎞
の
コ
ー
ス
に
挑
み
、
寒
さ
を
も

の
と
も
せ
ず
走
る
子
ど
も
た
ち
や
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
に
出
場
し
た
現
役
選
手
、
健
脚
を
見
せ
る
ベ

テ
ラ
ン
ラ
ン
ナ
ー
、
仲
良
く
手
を
つ
な
い
で
走

る
親
子
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
年
代
が
そ
れ
ぞ
れ
の

倉
敷
市
で
開
催
さ
れ
、
小
学
生
高
学
年
の

部
に
は
43
人
が
出
場
。
県
大
会
を
優
勝
し

て
大
会
に
臨
ん
だ
北
澤
君
は
、
予
選
リ
ー

グ
を
突
破
す
る
と
、
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

の
初
戦
を
勝
利
し
、
準
決
勝
で
敗
れ
た
も

の
の
見
事
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
12
月
27
日
に
市
役
所
を
訪
れ
、
牛
越
市

長
に
大
会
で
の
戦
い
ぶ
り
を
報
告
し「
将

来
の
夢
は
プ
ロ
棋
士
。
も
し
な
れ
た
ら
一

つ
で
も
タ
イ
ト
ル
を
獲
っ
て
み
た
い
」と

意
欲
を
見
せ
ま
し
た
。

　
牛
越
市
長
は「
ま
だ
ま
だ
無
限
の
可
能

性
が
あ
る
。
後
か
ら
続
く
皆
さ
ん
の
お
手

本
に
な
っ
て
ほ
し
い
」と
期
待
を
寄
せ
ま

し
た
。

走
り
初
め
を
楽
し
み

ま
し
た
。

　
最
年
長
84
歳
の
坂

井
謙
司
さ
ん（
堀
六

日
町
）は「
毎
日
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
は
欠
か

し
て
い
な
い
。
今
年

も
健
康
で
い
ろ
い
ろ

な
大
会
に
参
加
で
き

れ
ば
」と
１
年
の
抱

負
を
語
り
ま
し
た
。

科
学
の
疑
問
を
研
究
発
表

大
町
市
科
学
振
興
賞
表
彰
式

西
小
・
北
澤
明
良
大
君
が

囲
碁
小
学
生
高
学
年
の
部
で
全
国
３
位

１
年
の
健
康
を
願
い
老
若
男
女
が
走
り
初
め

社
地
区
元
旦
マ
ラ
ソ
ン
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ときめきマイ・シティー

　
大
町
市
陶
芸
の
家（
白
木
靖
文
会
長
）は
、
今
年
の
無

病
息
災
と
良
い
創
作
活
動
が
で
き
る
こ
と
を
願
い
、
末

広
が
り
で
縁
起
が
良
い「
八
」が
付
く
１
月
８
日
に「
新

年
初
窯
出
し
」を
行
い
、会
員
約
40
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
昨
年
末
に
本
焼
き
の
た
め
窯
入
れ
し
た
皿
や
湯
の
み

茶
碗
な
ど
の
食
器
の
ほ
か
、
傘
立
て
や
花
瓶
な
ど
の
作

品
１
８
７
点
を
慎
重
に
テ
ー
ブ
ル
に
並
べ
、
力
作
を
手

に
取
り
な
が
ら「
こ
れ
は
良
く
で
き
て
い
る
」「
良
い
色

が
出
た
」な
ど
互
い
の
作
品
を
鑑
賞
し
ま
し
た
。

　
入
会
17
年
目
で
年
女
の
細
野
元
子
さ
ん（
常
盤
・
上

一
）は
鑑
賞
用
に
干
支
の「
戌
」を
創
作
し「
出
来
栄
え
は

ま
ず
ま
ず
。
ほ
か
に
も
フ
ク
ロ
ウ
や
タ
ヌ
キ
な
ど
を

作
っ
た
。
完
成
し
た
作
品
は
欲
し
い
人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
て
い
る
」と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

　
白
木
会
長

は「
明
る
く
、

元
気
に
、
楽

し
く
を
モ
ッ

ト
ー
に
、
今

年
も
一
年
を

通
し
て
創
作

活
動
し
た

い
」と
意
欲

を
語
り
ま
し

た
。

　
大
手
食
品
メ
ー
カ
ー
㈱
み
す
ず
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ

ン（
本
社
：
長
野
市
・
塚
田
裕
一
社
長
）は
、
１
月
17

日
に
市
役
所
で
記
者
会
見
を
開
き
、
大
町
ア
ル
プ
ス

工
場（
仮
称
）を
建
設
す
る
こ
と
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
発
表
さ
れ
た
計
画
は
、
常
盤
地
区
ア
ル
プ
ス
パ
ノ

ラ
マ
工
業
団
地
の
隣
接
地
約
２
万
㎡
の
敷
地
に
、
延

べ
床
面
積
４
２
０
０
㎡
の
工
場
を
、
31
年
７
月
を
目

途
に
約
20
億
円
投
資
し
て
建
設
す
る
も
の
で
す
。
い

な
り
寿
司
用
油
揚
げ
を
１
日
30
万
枚
製
造
予
定
で
、

新
規
に
40
人
前
後
の
雇
用
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
塚
田
社
長
は「
大
町
は
素
晴
ら
し
い
水
が
潤
沢
に

あ
る
こ
と
が
進
出
の
決
め
手
。
将
来
、
ラ
イ
ン
を
増

や
し
て
雇
用
も
増
や
し
て
い
け
れ
ば
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

牛
越
市
長
は「
働
く
場
の
確
保
や
活

力
あ
る
産
業
な
ど
市
が
目
指
し
て
い
る

も
の
。
地
域
活
性
化
の
弾
み
に
し
て
い

き
た
い
」と
進
出
を
歓
迎
し
ま
し
た
。

　
市
は
全
国
の
主
要
な
コ
ン
ビ
ニ
で

住
民
票
の
写
し
な
ど
を
交
付
す
る

サ
ー
ビ
ス
を
１
月
15
日
か
ら
開
始
し

ま
し
た
。

　
同
日
に
市
内
コ
ン
ビ
ニ
で
開
始
セ

レ
モ
ニ
ー
を
開
催
し
、
牛
越
市
長
が

「
時
間
や
距
離
に
制
限
さ
れ
ず
自
宅

や
職
場
の
近
く
で
入
手
で
き
、
市
民

の
利
便
性
が
向
上
す
る
」と
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。
続
い
て
市
長
自
ら
店

内
の
マ
ル
チ
コ
ピ
ー
機
で
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
使
い
住
民
票
の
写
し

を
１
分
半
程
で
取
得
す
る
と「
申
請
書
を
書

く
よ
り
手
軽
に
な
っ
た
」と
話
し
ま
し
た
。

　
取
得
で
き
る
証
明
書
は
住
民
票
の
写
し
、

印
鑑
登
録
証
明
書
、
戸
籍
謄
本
、
戸
籍
抄
本
、

戸
籍
の
附
票
の
写
し
で
、
午
前
６
時
30
分
～

午
後
11
時
に
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
担
当
者
は「
大
北
地
域
で
は
初
の
サ
ー
ビ

ス
。
利
便
性
の
向
上
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
申
請
数
の
増
加
を
期
待
し
て
い
る
。
コ
ン

ビ
ニ
交
付
や
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
申
請
の

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
き
た
い
」と

話
し
ま
し
た
。

大町アルプス工場（仮称）の完成予想図

無
病
息
災
と
良
い
創
作
が
で
き
る
こ
と

を
願
い　
陶
芸
の
家
で
初
窯
出
し

市
が
新
た
な
企
業
を
誘
致

働
く
場
の
確
保
や
活
力
あ
る
産
業
を

全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
で
住
民
票
な
ど
が

取
得
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
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国
営
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の
公
園

お
で
か
け
通
信
�

　

ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の
公
園（
大
町
・
松
川
地
区
）で
は
、「
冬
の

公
園
で
遊
ぼ
う
！
」を
開
催
中
。
冬
な
ら
で
は
の
イ
ベ
ン
ト
を
週

替
わ
り
で
お
楽
し
み
い
た
だ
け
ま
す
。
さ
ら
に
休
憩
棟
レ
ス
ト
ラ

ン
の
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
や
屋
内
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
大
草
原
の
家
な
ど
、

暖
か
い
室
内
で
の
遊
び
も
充
実
し
て
い
ま
す
。

　
そ
り
や
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
、
歩
く
ス
キ
ー
の
無
料
レ
ン
タ
ル
も
毎

日
実
施
中
。
最
新
の
情
報
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
電
話
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

　

２
月
も
あ
づ
み
の
公
園
に
、
ぜ
ひ
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ　
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の
公
園
管
理
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
（
大
町
・
松
川
地
区
）　
℡
２
１
・
１
２
１
２

コ
ロ
コ
ロ
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム

　
２
重
構
造
の
ボ
ー
ル
の
内
側
に

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
の
材
料
、
外
側

に
氷
と
塩
を
入
れ
20
分
程
転
が
す

と
…
あ
ら
不
思
議
、
ア
イ
ス
ク

リ
ー
ム
の
出
来
上
が
り
!!　
雪
に

塩
を
混
ぜ
る
と
温
度
が
下
が
る
現

象
を
利
用
し
て
楽
し
み
な
が
ら
ア

イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
作
り
ま
す
。

■
日
時　
２
月
17
日（
土
）・
18
日

（
日
）　
午
前
10
時
～
正
午
、
午
後

１
時
～
３
時　
１
日
２
回

■
場
所　
森
の
体
験
舎

■
定
員　
各
回
５
組

■
料
金　
５
０
０
円
／
組（
約
４

０
０
㎖
、
約
４
人
分
）

ア
ニ
マ
ル
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
の
森
探
検

　
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
を
履
い
て
、
新

規
エ
リ
ア「
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
の
森・

渓
流
エ
リ
ア
」を
探
検
。
動
物
た

ち
は
、
意
外
と
近
く
ま
で
来
て
い

る
か
も
？

■
日
時　
２
月
17
日（
土
）、
３
月

３
日（
土
）　
午
前
10
時
～
正
午
、

午
後
１
時
～
３
時　
１
日
２
回

■
場
所　
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
の
森
・

渓
流
エ
リ
ア　
集
合
は
イ
ン
フ
ォ

メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

■
対
象
・
定
員　
小
学
生
以
上　

各
回
15
人

■
申
し
込
み　

事
前
に
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ま
た
は
電
話
で
公
園
管
理

セ
ン
タ
ー（
大
町
・
松
川
地
区
）へ
。

※
定
員
に
満
た
な
い
場
合
は
当
日

受
付
あ
り

■
持
ち
物　
長
靴
ま
た
は
ス
ノ
ー

ブ
ー
ツ

レ
ジ
ン
の
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー

　
き
ら
き
ら
の
ラ
メ
や
粒
パ
ー
ル
、

ハ
ー
ト
の
パ
ー
ツ
な
ど
を
選
ん
で
、

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
き
ら
き
ら
か
わ
い

い
レ
ジ
ン（
樹
脂
）の
キ
ー
ホ
ル

ダ
ー
を
作
ろ
う
！

■
日
時　
２
月
24
日（
土
）・
25
日

（
日
）　
午
前
９
時
30
分
～
、
午
前

10
時
～
、
午
前
10
時
30
分
～
、
午

前
11
時
～
、
午
後
１
時
～
、
午
後

１
時
30
分
～
、
午
後
２
時
～
、
午

後
２
時
30
分
～　
１
日
８
回

■
場
所　
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー

■
定
員　
各
回
先
着
５
人

■
料
金　
３
０
０
円

カ
ラ
フ
ル
わ
た
あ
め

　
７
色
の
カ
ラ
ー
ザ
ラ
メ
の
中
か

ら
３
色
を
選
び
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
映
え
す

る
カ
ラ
フ
ル
な
綿
あ
め
を
作
ろ

う
！

■
日
時　
３
月
３
日（
土
）・
４
日

（
日
）　
午
前
10
時
～
11
時
30
分
、

午
後
１
時
～
３
時

■
場
所　
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

セ
ン
タ
ー

■
料
金　
50
円

【
共
通
事
項
】

▽
料
金
の
掲
載
の
な
い
も
の
は
無

料
で
す
が
、
入
園
料
は
必
要
で
す
。

▽
申
し
込
み
の
掲
載
の
な
い
も
の

は
、当
日
、直
接
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

詳
細
は
、公
園
管
理
セ
ン
タ
ー（
大

町
・
松
川
地
区
）に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
ご
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。

事
前
の
電
話
予
約
も
承
っ
て
い
ま
す
。

http://w
w

w
.azum

ino-koen.jp/ 

※
材
料
に
生
ク
リ
ー
ム
、
牛
乳
、

卵
を
使
用
し
ま
す

■
申
し
込
み　

事
前
に
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ま
た
は
電
話
で
公
園
管
理

セ
ン
タ
ー（
大
町
・
松
川
地
区
）へ
。

カラフルわたあめ

リフレッシュの森探検

レジンのキーホルダー

コロコロアイスクリーム
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生涯学習
大町公民館

常盤公民館

平公民館・女性未来館ピュア

大町公民館利用調整会議
　30年度の利用調整会議を行います。会議に
出席する団体は、当日までに「社会教育施設利
用登録団体」の登録申請書を提出してください。

■日時　２月８日（木）　午後６時30分
■会場　サン・アルプス大町　１階　研修室
■利用調整期間　４月～31年３月
■対象　大町公民館・文化会館（サン・アルプ
ス大町含む）、フレンド・プラザ大町を主な利
用施設として活動する次のいずれかに該当する
団体

▽曜日を決めて定期的に活動している団体

▽月に何回か、日時を決めて定期的に活動して
いる団体
■問い合わせ　大町公民館・文化会館　
　℡・有線２２－９９８８

男性向け「バランスボール教室」
　冬場の運動不足を解消したい男性の皆さん、バラ
ンスボールで運動して健康寿命を延ばしましょう。

■日時　２月17日・24日、３月３日・10日　土曜
日　全４回　午後１時30分～３時

■対象・定員　市内にお住まいの男性　先着15人
■講師　中信健康友の会　バランスボールインスト

ラクター
■持ち物　上履き用運動靴、バランスボール（55～

65cm）、ヨガマット、タオル、飲み物　
運動のできる服装でご参加ください。
※バランスボール、ヨガマットをお持ちで
ない人は、貸し出しますので申込時に申し
出てください。

■申し込み　２月14日（水）までに、電話または直
接、常盤公民館へ。

わら細工講座「円座とねこつぐら」

　農家の伝統文化である「わら細工」。わらをすぐる
などの基礎から学び、円座とねこつぐらを作ります。

■日時　２月22日（木）・26日（月）、３月１日（木）・５
日（月）・８日（木）　全５回　午前９時～正午

■対象・定員　市内にお住まいの人　15人（応募多
数の場合は初回の人を優先し抽選）

■協力サークル　須沼つぐら部会、わら細工サークル
■費用　1,000円（工具・材料代）
■持ち物　軍手、手ばさみ、大きめのビニール袋、

座布団
■申し込み　２月14日（水）までに、電話または直接、

常盤公民館へ。

平公民館・女性未来館ピュア
利用調整会議
　30年度の利用調整会議を行います。会議に出席す
る団体は、当日までに「社会教育施設利用登録団体」の
登録申請書を提出してください。

■日時　２月15日（木）　午後７時
■会場　平公民館・女性未来館ピュア　軽運動室
■利用調整期間　４月～31年３月
■対象　平公民館・女性未来館ピュアを主な利用施設
として活動する次のいずれかに該当する団体

▽曜日を決めて定期的に活動している団体

▽月に何回か、日時を決めて定期的に活動している団体
▽イベントの開催など、特別な理由であらかじめ会場

を確保する必要がある団体
■問い合わせ　平公民館・女性未来館ピュア
　℡・有線２２－０６９４

■会場・問い合わせ　常盤公民館　℡・有線２２－０３２１
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生涯学習
常盤公民館

ギャラリー・いーずら

■問い合わせ　常盤公民館　℡・有線２２－０３２１

常盤公民館サークル活動展示会
　常盤公民館で日頃から活動しているサークル・団体
などの皆さんの作品や活動内容を展示します。大勢の
皆さんのご来場をお待ちしています。

■日時　２月16日（金）～21日（水）　午前８時30分～午
後７時（17日は午後５時、21日は午後１時まで）

■会場　常盤公民館　ホール
■サークル活動内容　書道、パソコン作品、わら細工、

手芸、詩、太極拳など（予定）

常盤卓球・ソフトバレーボール大会
　冬期間の運動不足解消に卓球
やソフトバレーボールで体を動
かしましょう。

■日時・会場　２月25日（日）　
午前９時　常盤公民館　
講堂、南小学校　体育館

▽受付　午前８時30分～　南小学校　体育館
■種目

▽卓球　小学生の部、中学生の部、一般の部、ダブル
スの部（全て男女区分あり）

▽ソフトバレーボール　４人制男女混合（小学生以下も可）
■対象　市内にお住まいの人（常盤地区居住者以外も可）
■持ち物　上履き用運動靴、ラケット（卓球のみ）
■申し込み　２月21日（水）までに、電話または直接、

常盤公民館へ。

市内学校展
　市内の児童・生徒が、学校の授業やクラブ活動で制作した作品を展示します。入場無料です。ぜひご覧ください。

■学校名・期日

▽東小学校　２月９日（金）～12日（月）

▽南小学校　２月16日（金）～19日（月）

▽西小学校　２月23日（金）～26日（月）
■時間　午前10時～午後５時（最終日は午後４時30分まで）
■会場　ギャラリー・いーずら　展示室（いーずら大町特産館　２階）
■問い合わせ　生涯学習課生涯学習･青少年係　℡ 市 内線６２２

小学生向け「将棋講座」
　最近、将棋が注目されています。将棋の基礎を学
び、参加者同士で対戦します。参加無料です。常盤
囲碁・将棋・マージャン大会に向け挑戦しませんか。

■日時　２月14日・21日・28日　水曜日　全３回
　午後３時15分～４時15分

■会場　常盤公民館
■対象・定員　市内にお住まいで、将棋初心者の小

学生　先着16人
■講師　常盤公民館職員
■申し込み　２月13日（火）までに、電話または直

接、常盤公民館へ。

常盤囲碁・将棋・マージャン大会
　寒い季節、みんなで囲碁・将棋・マージャンを楽
しんで頭の体操をしましょう。

■日時　３月４日（日）　 ▽受付　午前８時30分～
■会場　常盤公民館
■対象　市内にお住まいの人（常盤地区居住者以外も可）
■種目

▽囲碁　一般の部、小・中学生の部

▽ポン抜き　小学生以下の部

▽将棋　一般の部、小・中学生の部

▽マージャン　一般の部
■申し込み　２月28日（水）までに、電話または直

接、常盤公民館へ。

昨年の西小
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総合体育館

■問い合わせ　総合体育館　℡・有線２２－８８５５

エンジョイスキータイム
　「昔はやったけど滑れるかな」「行きたいけど一人では」という皆
さん！　スポーツ推進委員や仲間と一緒にもう一度滑りませんか。

■日時・会場（各回半日参加も可能です）

▽第１回　２月14日（水）　午前10時～午後３時　爺ガ岳スキー場

▽第２回　２月21日（水）　午前10時～午後３時　爺ガ岳スキー場
■対象・定員　市内にお住まいかお勤めの18歳以上の人　各回先

着15人
■費用　１日：2,500円　半日：1,800円（いずれもリフト代、保

険料ほか）
■持ち物　スキーウエア（帽子・ゴーグル着用）、スキー用具一式、昼食（レストハウスあり）
■申し込み　２月12日（月）までに、費用を添えて直接、総合体育館へ。用具のレンタルを希望する場合はお問

い合わせください。

ワンバウンドふらばーるバレー教室
　楕円形の変形ボールを使うソフトバレーボール
に似た競技で、相手コートから来たボールはワン
バウンドしてからレシーブするルールです。「ボー
ルは痛くない」「スピードはゆっくり」が特徴です。
みんなで楽しんで運動不足を解消しましょう。

■日時　２月20日・27日、３月６日　火曜日　
全３回　午後７時～９時

■会場　仁科台中学校　体育館
■対象・定員　中学生以上　先着60人
■費用　1,000円（保険料など）
■持ち物　上履き用運動靴、タオル、飲み物
■申し込み　２月16日（金）までに、費用を添え

て直接、総合体育館へ。

体育施設定期利用者調整会議
　30年度上半期の利用調整会議を行います。毎週決
まった時間に体育施設を利用したい団体の代表者は、
ご出席ください。
　調整会議に出席する団体は、２月28日（水）までに

「スポーツ開放団体」に登録してください。

■日時　３月15日（木）　午後６時30分
■会場　総合体育館　小アリーナ
■利用調整期間　５～10月

ワンバウンドふらばーるバレー大会
　ワンバウンドふら
ばーるバレーの大会
を開催します。家族
や友達を誘って、一
緒に楽しみましょう！
参加無料です。

■日時　３月11日（日）　午後１時　 ▽受付　午後０時30分
■会場　総合体育館
■参加資格　中学生以上の５～８人で構成されたチーム

（男女不問）
■申し込み　３月９日（金）までに、総合体育館にある申

込書に必要事項を記入の上、直接、総合体育館へ。
■その他　チームでスポーツ保険などにご加入ください。

【スポーツ開放団体】
■登録条件

▽登録構成員が10人以上で、市内在住者（通勤・
通学を含む）が半数以上の団体

▽他の団体と構成員が重複していない団体
■申し込み　総合体育館にある登録申請書と会
員名簿に必要事項を記入の上、直接、総合体育
館へ。
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生涯学習
児童センター大町図書館

男女共同参画共催事業「人形劇鑑賞」
　人形芝居「燕屋」、腹話術「ハロー！　カンクロー」、
肩掛け人形劇「ねずみのすもう」を観て、人との交わ
りや助け合う大切さを考えましょう。参加無料です。

■日時　２月14日（水）　午前10時30分～11時15分
■対象・定員　市内にお住まいの未就園児と保護者

（保護者のみでも可）　先着25組
■申し込み　２月10日（土）までに、電話または直接、

児童センターへ。

まま’s  Cafe
　お茶を飲みながら、子育ての話などをみんなで共
有しましょう。参加無料です。

■日時　２月21日（水）　午前10時30分～11時30分
■対象・定員　市内にお住まいの未就園児と保護者

先着８組
■申し込み　２月14日（水）までに、電話または直接、

児童センターへ。

押し花フォトプレート作り
　思い出の写真に押し花の飾り付けをしてすてきな
プレートを作りませんか。参加無料です。

■日時　２月23日（金）　午前10時30分～11時30分
■対象・定員　市内にお住まいの未就園児と保護者

先着10組
■申し込み　２月14日（水）までに、電話または直接、

児童センターへ。

ママのイライラはどこから来てどこに行くの？
　子どもの行動に対する親子の関わり方を学びます。
参加無料です。

■日時　２月26日（月）　午前10時～11時
■対象・定員　市内にお住まいの人　先着20人
■講師　宮原規夫さん（臨床心理士、CAPS・すわ代表）
■申し込み　２月20日（火）までに、電話または直

接、児童センターへ。
■その他　託児あります。事前にお申し込みください。

リサイクル本の無料配布
　大町図書館では、図書館で一定期間を過ぎた書籍
や雑誌などの資料（除籍資料）とご家庭で不用になり
お預かりしている書籍などを市民に無料配布します。

■配布期日　２月１日(木) ～28日（水）
※なくなり次第終了します。 

■配布場所　大町図書館 １階　正面玄関ホール
■注意事項

▽持ち帰るための袋や箱をご持参ください。

▽一人につき１日１回、書籍は10冊まで、雑誌は
３冊までです。

▽営利を目的とする利用はご遠慮ください。
■問い合わせ　大町図書館　℡・有線２１−１６１６

大町総合病院介護予防講習会
「飲み込む力を維持するために
　　　　　～誤嚥性肺炎の予防～」
　大町総合病院では、誤

ご
嚥
えん

性肺炎を予防するため
の講習会を開催します。高齢者に多く見られる誤
嚥や誤嚥性肺炎を副院長・太田久彦医師が解説し、
予防につながる生活習慣や体操を紹介します。ど
なたでも参加できます。自身や家族のためにぜひ
お越しください。参加無料です。

■日時　2月22日（木）　午後１時30分～３時30分
■会場　大町総合病院南棟　１階　講堂
■申し込み　事前に電話または直接、大町総合病

院リハビリテーション室へ。
■問い合わせ
　大町総合病院　リハビリテーション室
　℡・有線２２−０４１５　内線２１８８

■会場・問い合わせ
　児童センター　℡・有線２２－０７４１
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長野県シニア大学
　30年度の学生を募集します。

大北学部　一般コース
■受講期間　２年間（４月～32年３月）
■回数・時間　年間16日間　おおむね午前10

時～午後３時
■会場　大町合同庁舎ほか
■対象・定員　おおむね50歳以上の人　大北地

域全体で50人
■内容　ボランティア活動、地域活動の進め方、

政治・経済、郷土の歴史、生きがいづ
くり、自然環境など（信濃木崎夏期大
学の講座の受講も可能）。趣味の実技
講座（クラブ活動）も予定

■受講料　10,000円／年
※別途教材費などが必要です。

長野学部　専門コース
■受講期間　１年間（４月～31年３月）
■受講時間　年間35時間
■会場　長野市内
■対象・定員　おおむね50歳以上の人　県全

体で30人
■内容　活動計画を立て地域に出向きながら実

践を通じて学び、活動者として地域課
題に取り組む

■受講料　26,000円
※別途活動の経費などが必要です。

共通事項
■入学案内（願書）配布場所　大町保健福祉事

務所福祉課（大町合同庁舎内）、市役所
福祉課高齢者・介護保険係、総合福祉
センター、各公民館、大町公民館分室、
市八坂支所、市美麻支所にあります。

■申し込み　２月28日（水）までに、入学願書
に必要事項を記入の上、直接、入学案
内（願書）配布場所へ。

■問い合わせ

▽大町保健福祉事務所福祉課（大町合同庁舎内）
　℡２３－６５０７

▽福祉課高齢者・介護保険係　℡ 市 内線４１５

『仁科神明宮本殿』（国宝）

　仁科神明宮本殿は、江戸時代の寛永13（1636）
年に建てられ、国内最古の神

しんめいづくり
明造として国宝に指

定されています。
　神明造は、桁

けた
行
ゆき

三間、梁
はり

間
ま

二間の大きさ、切
きりづまづくり

妻造
の両側には棟

むなもちばしら
持柱、破

は
風
ふ

板
いた

は直線で上部の鞭
むち

掛
か

け
先端が屋根を突き抜けて交差し千

ち
木
ぎ

となるのが特
徴で、伊勢神宮正

しょうでん
殿に代表される弥生時代の高

たか
床
ゆか

式
しき

倉庫が宮殿に発達した造りです。
　伊勢神宮は皇室に関係が深いことや20年に１度
建て替えていることなどから、文化財指定はされ
ていませんが、神明造の古い技術が受け継がれて
いると考えられています。
　仁科神明宮本殿は、寛永13年以来建て替えを
中止し、20年に１度の屋根葺き替えと部分修理
で現在に至っています。ただし、①地面に柱を立
てた掘立柱形式の伊勢神宮に対し、自然石の礎石
の上に礎

そ
盤
ばん

と呼ぶ厚い八角形の板を置いて柱を建
てた礎

そせきだちばしら
石立柱であること、②本来は全て円柱であ

るのに対して周囲の縁側下の柱を除く社殿本体の
床下の柱が八角形柱であること、③舟

ふな
肘
ひじ

木
き

・長
なげ

押
し

など建物に組み物がされていること、④屋根は茅
葺ではなく檜皮葺であることなど本来の神明造と
は違った要素が取り入れられています。おそらく、
神明造に寺院建築要素が取り入れられた神仏混交
思想の結果であると考えられますが、神明造の基
本は守られています。
　2019年は、仁科神明宮の20年に１度の遷宮
の年で、屋根の葺き替えと傷んだ部分の保存修
理が行われる予定です。全て新しくなる伊勢神
宮とは違った風情を見せてくれることでしょう。

■問い合わせ
　文化財センター　℡・有線２３－４７６０

110大町市の文化財
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情報ステーション
nformationI

募集

募集

募集

募集

募集

八
坂
地
区
・
美
麻
地
区

地
域
づ
く
り
委
員
会
委
員

　
市
で
は
、
八
坂
地
区
、
美
麻
地
区
の

地
域
づ
く
り
の
た
め
に
、
調
査
・
審
議

し
て
い
た
だ
け
る
地
域
づ
く
り
委
員
会

の
委
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
人
数

▽
八
坂
地
区　
２
人

▽
美
麻
地
区　
３
人

■
応
募
資
格　
20
歳
以
上
の
地
区
内
居

住
者
で
、
地
域
づ
く
り
に
関
心
が
あ
り
、

地
域
発
展
の
た
め
に
提
言
い
た
だ
け
る

人■
任
期　
４
月
～
32
年
３
月

■
会
議　
年
６
回
程
度

■
申
し
込
み　
３
月
14
日（
水
）ま
で
に
、

応
募
動
機
を
任
意
の
様
式
に
８
０
０
字

程
度
に
ま
と
め
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
郵
送（
当
日

消
印
有
効
）ま
た
は
直
接
、
市
八
坂
・

市
美
麻
支
所
総
務
係
へ
。

■
問
い
合
わ
せ

▽
市
八
坂
支
所
総
務
係

℡
２
６
・
２
０
０
１

〒
３
９
９

－

７
３
０
１

大
町
市
八
坂
１
１
０
８

－

１

▽
市
美
麻
支
所
総
務
係

℡
２
９
・
２
３
１
１

〒
３
９
９

－

９
１
０
１

大
町
市
美
麻
１
１
８
１
０

－

イ

案
内
、
会
場
内
警
備
、
非
常
時
の
入
場

者
の
誘
導
、そ
の
他
職
員
の
補
助
な
ど
）

■
登
録
期
間　
４
月
～
31
年
３
月

■
補
償　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
の
加
入

あ
り
ま
す
。
文
化
会
館
内
で
の
事
故
な

ど
は
、
全
国
市
長
会
補
償
制
度
も
適
用

さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
申
し
込
み　
２
月
23
日（
金
）ま
で
に
、

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、

フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
直
接
、
文
化
会
館
へ
。

申
込
書
は
文
化
会
館
に
あ
り
ま
す
。
文

化
会
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
入
手
で

き
ま
す
。

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
→「
利
用
案
内
」→
各
種

申
請
書
な
ど
→「
ホ
ー
ル
ア
シ
ス
タ
ン

ト
登
録
申
込
書
」

■
問
い
合
わ
せ　
文
化
会
館

℡
・
有
線
２
２
・
９
９
８
８

FAX
２
２
・
９
８
４
９

園
文
庫（
く
ま
の
こ
文
庫
）

点
検
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
大
町
図
書
館
で
は
、
市
内
の
幼
稚
園

や
保
育
園
な
ど
に
貸
し
出
し
て
い
る
蔵

書
の
点
検
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま

す
。

　
初
め
て
の
人
で
も
で
き
る
簡
単
な
作

業
で
す
。
図
書
館
の
仕
事
に
関
心
の
あ

る
人
や
お
手
伝
い
い
た
だ
け
る
人
は
ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
活
動
場
所　
大
町
図
書
館

■
期
間　
３
月
１
日（
木
）～
30
日（
金
）

■
時
間　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時

ま
で
の
参
加
い
た
だ
け
る
時
間

■
業
務
内
容　
蔵
書
の
点
検
お
よ
び
簡

単
な
修
繕

■
申
し
込
み　
事
前
に
電
話
ま
た
は
直

接
、
大
町
図
書
館
へ
。

■
問
い
合
わ
せ　
大
町
図
書
館

℡
・
有
線
２
１
・
１
６
１
６

市
営
駅
前
・
仁
科
町
駐
車
場

定
期
利
用
者

　
Ｊ
Ｒ
信
濃
大
町
駅
前
に
あ
る
市
営
駅

前
駐
車
場
お
よ
び
仁
科
町
駐
車
場
の
定

期
利
用
者
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
台
数　
市
営
駅
前
駐
車
場
70
台
、

仁
科
町
駐
車
場
20
台

■
対
象　
通
勤
や
通
学
に
利
用
す
る
人

※
営
業
用
や
車
庫
と
し
て
の
利
用
は
で

き
ま
せ
ん
。

■
利
用
期
間　
４
月
１
日
～
31
年
３
月

31
日

■
利
用
料　
１
カ
月
４
５
０
０
円

■
申
し
込
み　
２
月
１
日（
木
）～
23
日

（
金
）ま
で
に
、
直
接
、
市
民
課
消
費
生

活
・
交
通
安
全
係
へ（
電
話
不
可
）。
応

募
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
の
上
、
決

定
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

市
民
課
消
費
生
活
・
交
通
安
全
係

℡
市
内
線
４
６
３
・
４
６
４

大
町
市
男
女
共
同
参
画

審
議
会
委
員

　
市
で
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
形
成

の
促
進
の
た
め
に
、
審
議
い
た
だ
け
る

委
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
募
集
人
員　
２
人

■
応
募
資
格　
20
歳
以
上
の
市
民
で
、

男
女
共
同
参
画
行
政
に
関
心
が
あ
る
人

■
任
期　
４
月
～
32
年
３
月

■
会
議　
年
２
回
程
度

■
申
し
込
み　
２
月
28
日（
水
）ま
で
に
、

応
募
動
機
を
任
意
の
様
式
に
８
０
０
字

程
度
に
ま
と
め
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
郵
送（
当
日

消
印
有
効
）ま
た
は
直
接
、
ま
ち
づ
く

り
交
流
課
男
女
共
同
参
画
・
人
権
政
策

担
当
へ
。

■
問
い
合
わ
せ　
ま
ち
づ
く
り
交
流
課

男
女
共
同
参
画
・
人
権
政
策
担
当

℡
市
内
線
５
３
３

文
化
会
館
ホ
ー
ル
ア
シ
ス
タ
ン
ト

　
文
化
会
館
が
主
催
・
共
催
す
る
自
主

事
業
の
運
営
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
だ

く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
ホ
ー
ル
ア
シ
ス
タ

ン
ト
を
募
集
し
ま
す
。

■
応
募
資
格　
18
歳
以
上
の
社
会
人

■
業
務
内
容　
主
に
フ
ロ
ン
ト
ス
タ
ッ

フ
の
業
務（
チ
ケ
ッ
ト
の
も
ぎ
り
、
プ

ロ
グ
ラ
ム
な
ど
の
準
備
や
配
布
、
座
席
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募集

募集

募集

確
定
申
告
用
納
付
額
の

お
知
ら
せ
を
発
送
し
ま
し
た

　
29
年
１
～
12
月
に
納
付
し
て
い
た
だ

い
た「
国
民
健
康
保
険
の
保
険
税
額
」

「
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
額
」の
お
知

ら
せ
を
、
１
月
23
日
に
発
送
し
ま
し
た
。

確
定
申
告
な
ど
に
必
要
で
す
の
で
、
大

切
に
保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　
通
知
が
届
い
て
い
な
い
場
合
や
紛
失

し
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、
再
発
行
し
ま

す
の
で
国
保
・
年
金
係
で
手
続
き
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

市
民
課
国
保
・
年
金
係

℡
市
内
線
４
２
２
・
４
２
３

行
政
書
士
無
料
相
談
会

　
長
野
県
行
政
書
士
会
で
は
、２
月
22

日
の「
行
政
書
士
記
念
日
」に
ち
な
み
、面

接
に
よ
る
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
官

公
署
に
提
出
す
る
書
類
の
作
成
や
、
相

続
・
遺
言
の
手
続
き
に
関
す
る
相
談
を

受
け
付
け
ま
す
。
申
し
込
み
不
要
で
す

が
、事
前
に
電
話
で
の
予
約
も
可
能
で
す
。

■
日
時　
２
月
18
日（
日
）　
午
前
10
時
～

午
後
３
時

■
会
場　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
問
い
合
わ
せ

長
野
県
行
政
書
士
会
松
本
支
部

℡
０
２
６
３
・
３
３
・
７
１
６
６

お知らせお知らせ

市
営
住
宅
入
居
者

■
募
集
す
る
住
宅

▽
中
原（
大
町
）＝
２
戸（
３
Ｄ
Ｋ
Ｂ
）

▽
大
新
田(

大
町)

＝
１
戸(

３
Ｄ
Ｋ
Ｂ)

▽
館
の
内（
社
）＝
１
戸（
３
Ｄ
Ｋ
Ｙ
）

３
月
１
日（
木
）か
ら
入
居
で
き
ま
す
。

※
Ｄ
Ｋ
＝
台
所
兼
食
事
室
、
Ｂ
＝
浴
槽

な
し
浴
室
、
Ｙ
＝
浴
槽
付
き
浴
室

■
入
居
の
条
件　
市
内
に
お
住
ま
い
か

勤
め
て
い
る
人
で
、同
居
す
る
親
族
が

あ
り
、所
得
が
一
定
額
以
内
な
ど
の
基

準
に
合
う
人
。
犬
、
猫
な
ど
ペ
ッ
ト
の

飼
育
は
禁
止
で
す
。

■
申
し
込
み　
２
月
16
日（
金
）ま
で
に
、

直
接
、
建
設
課
建
築
住
宅
係
へ
。
応
募

者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
の
上
、
決
定

し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　
建
設
課
建
築
住
宅
係

℡
市
内
線
６
９
４
・
６
９
５

定
住
促
進
住
宅
入
居
者

「
桜
台
団
地
」

■
募
集
す
る
住
宅　
桜
台
団
地
＝
１
戸

■
住
宅
の
概
要

▽
所
在
地　

大
町
市
美
麻
３
３
６
３

（
大
塩
）

▽
建
設
年
度　
平
成
25
年
度

▽
構
造　
木
造
２
階
建
て（
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
）

▽
建
築
延
べ
床
面
積　
約
87
㎡（
約
26
坪
）

▽
設
備
状
況　
合
併
浄
化
槽（
５
人
槽
）、

■
入
居
決
定
日　
３
月
中
旬

※
市
定
住
促
進
住
宅
入
居
者
選
考
委
員

会
で
選
考
の
上
、
決
定
し
ま
す
。

■
入
居
の
時
期　
入
居
可
能
日
か
ら
30

日
以
内

■
問
い
合
わ
せ　

市
美
麻
支
所
産
業
建
設
係

℡
２
９
・
２
３
１
１

「
介
護
用
品
引
換
券
」

新
規
取
扱
店

　
市
で
は
、
要
介
護
１
以
上
の
人
を
在

宅
で
介
護
し
て
い
る
市
民
税
非
課
税
世

帯
や
、
重
度
知
的
障
が
い
者（
児
）の
ご

家
族
に
対
し
て
、
申
請
に
よ
り
、
お
む

つ
と
交
換
で
き
る「
介
護
用
品
引
換
券
」

を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
、「
介
護
用
品
引
換
券
」を
利
用

す
る
皆
さ
ん
の
利
便
性
向
上
の
た
め
、

新
規
取
扱
店
を
募
集
し
ま
す
。

■
取
扱
店
と
し
て
必
要
な
基
準

▽
市
内
に
店
舗
・
事
業
所
が
あ
る
こ
と

▽
対
面
販
売
に
よ
る
介
護
用
品
の
相
談

が
で
き
る
こ
と

■
申
し
込
み　
２
月
28
日（
水
）ま
で
に
、

福
祉
課
高
齢
者
・
介
護
保
険
係
に
あ
る

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
直

接
、
福
祉
課
高
齢
者
・
介
護
保
険
係
へ
。

■
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
高
齢
者
・
介
護
保
険
係

℡
市
内
線
４
１
５

リ
ビ
ン
グ
床
暖
房
、
対
面
型
キ
ッ
チ
ン
、

エ
ア
コ
ン（
２
部
屋
）、
洗
浄
機
能
付
き

暖
房
便
座
ト
イ
レ
、
Ｉ
Ｈ
ク
ッ
キ
ン
グ

ヒ
ー
タ
ー
、エ
コ
キ
ュ
ー
ト
温
水
器
、脱

衣
所
別
シ
ャ
ワ
ー
付
き
ユ
ニ
ッ
ト
バ
ス

（
追
い
焚
き
機
能
付
き
）、収
納
部
屋
、
ク

ロ
ー
ゼ
ッ
ト
、
勝
手
口
、
和
室
、
キ
ッ

チ
ン
床
下
収
納
、備
え
付
け
食
器
棚
な
ど

■
外
観

■
入
居
の
条
件　
同
居
す
る
親
族
が
あ

り
、
自
治
会
な
ど
の
地
域
活
動
に
積
極

的
に
参
加
で
き
る
こ
と
。
所
得
が
一
定

額
以
上
な
ど
の
基
準
に
合
う
人
。
犬
、

猫
な
ど
ペ
ッ
ト
の
飼
育
は
禁
止
で
す
。

■
家
賃　
３
万
６
０
０
０
円

※
減
額
制
度
あ
り

■
敷
金　
家
賃
の
３
カ
月
分

■
申
し
込
み　
２
月
１
日（
木
）～
28
日

（
水
）ま
で
に
、
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
添
付
書
類（
納
税
証
明
書
、

所
得
証
明
書
な
ど
）を
添
え
て
、
郵
送

（
当
日
必
着
）ま
た
は
直
接
、
市
美
麻
支

所
産
業
建
設
係
へ
。

※
募
集
要
項
お
よ
び
申
込
書
は
、
市
美

麻
支
所
産
業
建
設
係
に
あ
り
ま
す
。



広報おおまち　2018.2 24

　桜田スタジオ～きらり☆大町人～
　社地区でクラフト
工房「craft峻」を構
える木工作家の中村
俊二さんをご紹介
します。創作活動の
魅力や「メイドin大
町」の作品作りにかける思いなどを伺います。

 放送日  ……… 18日（日）・25日（日）　午後8：45

　暮らしのガイド～ダイヤル１１９～
　「冬場に潜む危険への注意点」について、北アル
プス広域大町消防署職員からのお話です。

 放送日  ……… ３日（土）・12日（月）　午後8：45

－新着図書（一般向け）－　

関東週末旅　御朱印トレッキング［ガイド］
��������（公社）東京都山岳連盟／監修
ココロをリラックス　ゆるめるヨガプログラム

［運動・体操］�������� 近藤真由美／監修
図解版「あとでやろう」と考えて「いつまでも」しな
い人へ―「のろま」でなくなる仕事術［自己啓発］
��������������� 和田秀樹／著
さよなら、田中さん［日本の小説］
�������������� 鈴木るりか／著
みんなの収納・片づけ日記　無理せず「すっき
り」が続く、工夫とマイルール［掃除・収納］
���������� みんなの日記編集部／著
高校生が教わる「情報社会」の授業が３時間でわ
かる本　大人も知っておくべき“新しい”社会の
基礎知識［情報科学］�������� 沼晃介／著
－新着図書（子ども向け）－

西
せ

郷
ご

どん！［日本のおはなし］
�林真理子／原作　吉橋通夫／文　勇沢椰木／絵
おひさまキッチンパンダくんプレゼントのもりへ

［絵本］��� ヤスダユミコ､ むとうゆういち／作
まつもとまや／絵

おもしろい！ 進化のふしぎ　ざんねんないき
もの事典［動物］��������  今泉忠明／監修

下間文恵､ 徳永明子､ かわむらふゆみ／絵
よくわかる人工知能　何ができるのか？　社会
はどう変わるのか？［情報］���� 松尾豊／監修
３つのまほう　アラジンとまほうのランプ／まほ
うつかいのでし／金のがちょう［外国のおはなし］
�������������� 間所ひさこ／文

山西ゲンイチ、出口かずみ、いとうみき／絵
ビジュアル事典　日本の城 ［建築］
���� 三浦正幸／監修　古館明廣／文・構成
－２月の推薦図書－

Baby Panda　あかパン　パンダの赤ちゃん写真集
パイインターナショナル　パイインターナショナル
／編・著　土居利光／監修
　かごの中で眠ったり、木登
りの練習をしたりと国内外の
かわいい赤ちゃんパンダが満
載の写真集。パンダの秘密が
分かるＱ＆Ａ付きです。
たぬきがのったらへんしんでんしゃ
徳間書店　田中友佳子／作・絵
　電車の「まじめさん」は、たぬ
きたちを乗せて「おんせんむら」
へと向かいます。いろんなばけ
ものが現れて、たぬきが「ぽんぽ
こーぽん！」と呪文を唱えると…。

－２月の催し－

おはなしの森��� ３日（土）　午前10時30分
おいで  えほんのおへや���13日（火）　午前11時
おりがみ教室�������17日（土）　午前11時
■問い合わせ　大町図書館　℡・有線21－1616

シャイニング・キッズ
毎日放送　午前11:00、午後4:00、午後10:00

＊おおきくなったら………………… １日〜28日

きらり特番
毎日放送　午前9:00、午後1:00、午後8:00

＊市民芸術祭　Dance!……………… １日〜 3日
＊松本山雅FC新体制発表会… ……… １日〜10日
＊少年少女合唱団定期演奏会……… ２日〜 9日
＊折弁カラオケグランドチャンピオン大会
　………………………………………12日〜24日

市議会３月定例会
生放送　午前10:00

＊本会議………………………………20日〜21日
＊一般質問……………………………27日〜28日

※放送予定を変更する場合があります。ご了承ください。
◆番組表はテレビの番組表（ＥＰＧ）や市ホーム

ページをご覧ください。
■加入申し込み・問い合わせ
　情報交通課ケーブルテレビ係　℡２１－３８０５

ケーブルテレビ２月の番組から図書館だより

有線放送２月の番組から

市内年長園児が将来の夢を元気なポーズとともに！
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室 編
集

●譲ります
▽ 本棚（約20年前購入、Ｗ90㎝×Ｄ30㎝

×Ｈ90㎝、Ｗ85㎝×Ｄ40㎝×Ｈ108㎝、
Ｗ77㎝×Ｄ22㎝×Ｈ155㎝）���  無料

▽こたつ（約20年前購入、Ｗ95㎝×Ｌ75㎝
×Ｄ45㎝）������������ 無料

▽事務机（約20年前購入、Ｗ145㎝×Ｄ70㎝
×Ｈ70㎝）������������ 無料

▽ソファ３点セット（約５年前購入、ほぼ未
使用）��������������  格安

▽ウィッグ（９カ月前購入、６カ月使用、Ｍ
サイズ）�������������  応談

●譲ってください

▽まき割り機　 ▽書道道具　 ▽デジタルカメラ
　市のホームページにも随時掲載しています。
■問い合わせ
　市民課消費生活・交通安全係　℡ 市 内線４６３

国民健康保険税……………………… ２月分
後期高齢者医療保険料……………… ２月分
保育料………………………………… ２月分
市営住宅使用料、定住促進住宅使用料
雇用促進住宅・駐車場使用料……… ２月分
ケーブルテレビ利用料……………… ２月分
上下水道料…………………………… ２月分

納期限は２月28日（水）

総人口 28,040（－ 32） 転入 58
男 13,648（－ 17） 転出 63
女 14,392（－ 15） 出生 6

世帯数 11,879（＋ 4） 死亡 33
※１月１日現在、（　）内は前月比

　

北
ア
ル
プ
ス
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
オ
ー
プ
ン
２

０
１
８
に
は
、
運
営
ス

タ
ッ
フ
と
し
て
約
１
６

０
人
が
参
加
。
大
町
岳

陽
高
校
や
穂
高
商
業
高

校
、
松
商
学
園
高
校
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

の
生
徒
も
大
会
を
支
え
ま
し
た
。

　
表
紙
を
飾
っ
た
髙
橋
奎
介
君
も
18
歳
以

下
男
子
シ
ン
グ
ル
ス
の
準
決
勝
直
後
の
試

合
で
は
線
審
を
務
め「
３
位
は
う
れ
し
い

け
ど
、
県
外
選
手
の
パ
ワ
ー
と
ス
ピ
ー
ド

を
見
せ
つ
け
ら
れ
悔
し
い
。
ス
タ
ッ
フ
と

し
て
も
審
判
講
習
会
な
ど
を
受
け
、
改
め

て
い
ろ
い
ろ
学
べ
た
」と
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
が
多
く
の
経
験
が
で
き

た
大
会
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

社 会 保 険・
年金・労働

（２日前までに予約）
10日（土）

13：00〜15：00
中心市街地

多目的ホール
商業労政係

☎ 市 内線 542

結 婚
10日・24日

土曜日
13：00〜17：00

総合福祉
センター

農業委員会
☎ 市 内線 641

結 婚
（ 要 予 約 ）

13日（火）
13：00〜15：00

大町商工会館
（九日町）

商工会議所
☎ 22-1890

法 律
（ 要 予 約 ）

13日（火）
13：00〜16：00

市民相談室
（市役所本庁舎 1階）

広聴広報係
☎ 市 内線 403

担当=赤羽啓弁護士 （次回は３月13日　山本賢一弁護士）

行 政

28日（水）
9：00〜12：00

西第 1 会議室
（市役所西庁舎 2 階）

行政管理係
☎ 市 内線 511

28日（水）
9：00〜12：00 市八坂支所

28日（水）
9：00〜12：00 美麻公民館

年 金 15日（木）
10：00〜15：00

総合福祉
センター

松本年金事務所
☎ 0263-32-5821

日本政策金融
公庫（要予約）

15日（木）
13：30〜16：30

大町商工会館
（九日町）

商工会議所
☎ 22-1890

女 性
（ 男 性 ）

8日（木）
10：00〜15：00 子育て・女性

相談室
（市役所西庁舎 2 階）

男女共同参画・
人権政策担当
☎ 市 内線 53322日（木）

9：00〜12：00
育 児

16日（金）
9：30〜11：00

中央保健
センター

中央保健
センター

☎ 23-4400
女性のからだ
（ 要 予 約 ）

交 通 事 故
（ 要 予 約 ）

22日（木）
10：00〜15：00 大町合同庁舎

北アルプス地域振興局
総務管理課
県民生活係
☎ 23-6502

心 配 ご と
（ 要 予 約 ）

5日・19日
月曜日

13：00〜16：00 総合福祉
センター

社会福祉協議会
☎ 22-1501

司法書士
（要予約）

5日・19日
月曜日

13：00〜15：00

成年後見制度 22日（木）
13：30〜15：30 総合福祉センター 成年後見支援センター

☎ 22-1550

生活・就労
（ 要 予 約 ）

平日
9：30〜17：00

総合福祉センター
２階

まいさぽ大町

生活就労支援センター
まいさぽ大町
☎ 22-7083

人 権 15日（木）
10：00〜16：00

長野地方法務局
大町支局

長野地方法務局
大町支局

☎ 22-0379

法 律 20日・27日 火曜日 13:00〜16:00 大北福祉会館
予約申し込み=県弁護士会松本在住会（☎0263-35-8501）
料金 =1時間以内10,000円（税別）

不用品交換コーナー ２月の無料相談

２月の有料相談（要予約）

２月の納税など

人の動き
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休日緊急当番医
変更する場合があります。確認の上、受診してください。

  （診療時間9:00〜17:00）

4日（日）
最上整形外科クリニック 上　一 ☎ 23-3300
平林メンタルクリニック 池田町 ☎ 61-1577
小谷村診療所 小谷村 ☎ 82-2044

11日（日）
菊地クリニック 上　一 ☎ 21-2580
あづみ病院 池田町 ☎ 62-3166
しんたにクリニック 白馬村 ☎ 75-4177

12日（月）
小野医院 堀六日町 ☎ 22-0047
近藤医院 松川村 ☎ 62-9187
白馬診療所 白馬村 ☎ 75-4123

18日（日）
横澤内科医院 下仲町 ☎ 22-0371
西森整形外科 松川村 ☎ 61-1700
横沢医院 白馬村 ☎ 72-2008

25日（日）
平林医院 六九町 ☎ 22-2525
太田医院 池田町 ☎ 62-1010
公済堂医院 白馬村 ☎ 72-2013

歯科緊急当番医
変更する場合があります。確認の上、受診してください。

（受付時間9:00〜11:00、診療時間9:00〜12:00）
4日（日） きらり歯科医院 松川村 ☎ 62-0005

11日（日） 橘歯科医院 白馬村 ☎ 72-5025
12日（月） 丸山歯科クリニック 松川村 ☎ 62-0648
18日（日） 宮下歯科医院 上仲町 ☎ 22-0297
25日（日） 岡江歯科医院 松川村 ☎ 62-9888

休日緊急当番薬局
変更する場合があります。確認の上、来店してください。

 （営業時間 9:00 〜 17:30）
4日（日） かみいち林薬局 上　一 ☎ 26-3025

11日（日） 轟薬局 上　一 ☎ 21-1512
12日（月） 林薬局 仁科町 ☎ 22-0151
18日（日） とをしや薬局大町常盤店 上　一 ☎ 26-3252
25日（日） カネリキ山口薬局 大黒町 ☎ 22-0184

北アルプス平日夜間小児科・内科急病センター
診察日時 月〜土曜日　19:00 〜 21:00 受付時間 18:30 〜 20:45
休 診 日 ４日㈰・11日㈰・12日㈪・18日㈰・25日㈰ ☎ 26-6199
診察場所 大町市大町 1601-2（文化会館南隣）「フレンド・プラザ大町」内

　市では、土に親しみ、農業を理解していただくため、農地の貸し出
しを行っています。市民ならどなたでも利用できます。野菜作りを通
じて「農業」の面白さを体験してみませんか。
■場所　たかね市民農園北エリア（市役所から西に800ｍ、観音橋手前）
■募集区画数　先着20区画　■１区画面積　40～60㎡
■利用期間　４～12月末　　■利用料　１㎡当たり80円／年
■申し込み　農林水産課農業振興係にある申請書に必要事項を記入の
上、直接、農林水産課農業振興係へ。
■その他

▽ご自身で耕作管理を行っていただきます。

▽最長５年間まで更新できますが、冬越し野菜や花木の栽培はできません。
■問い合わせ　農林水産課農業振興係　℡市内線６３５・６３６

たかね市民農園で
野菜作りを体験しませんか

無料相談、有料相談は25ページに掲載しています

２月の休日医療情報

きらり★情報館


